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きのこ食習慣について : 三重県北部での事例
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日本では,伝統的に多様な野生きのこが食用とさ

れてきた｡きのこ食習慣は,その地域の植生に依

存したきのこの発生種と発生量,さらには食料と

しての重要性の度合いによってさまざまである｡

一般に,東日本ではきのこを含む多様な山野草が

利用されるのに対し,西日本における利用は多様

性に乏しいとされている ='｡しかし,後者にお

いてどのようなきのこがどのような方法で利用さ

れてきたかについての具体的な記録はほとんど見

当たらない 3-㌧一方,近年では栽培きのこの普

及による地方名の消失があり ･'',さらに里山の管

理が不充分となったために,これに依存してきた

きのこ食に関する伝統的文化も消失しつつある 

'･｡本報告では,2002年9月に三重県北部の員弁

郡大安町字iJ( (9rに在住する明治 37年 104年)

生まれの男性 (98歳)が利用してきたきのこにつ

いて聞取 り調査を行ったので記録する(聞き手 ;

安旺川rB子)0

表1に利用されていたきのこの現地呼称 (地方名),

該当すると考えられる種名,利用法などを列挙す

る｡種名あるいは分校群の推定は,形態的特徴 ,

発生場所とl時期,カラー図鑑 Hを川いた話し手に

よる照合,他地域における地方名との比較 丁､'に

拠った｡利川されてきたきのこは22億,このうち

分類群が推定できたものは 10科 12属であった｡ 

き̀のこ'に相当する/ト物群の総称は た̀け'で

ある｡利川されるきのこ種の多様性は岐阜県 ､せ

含む裏日本のそれに匹敵する｡ た̀け'採 りの E

な目的は ` ,L1･( . 川 ti'eiたいこく' ,) LL /nj,や 

ご̀んに上も' t･tt FSS. の採

rII

にあり,マ,CuI''C･''''' P,

Ph

取
S

ツ /jケ,Ttco(tt ttl川Jk,の採取を lr'h/m " J. ue 川勺とす

る奈良県や和歌山県 Iとは異なる｡マツタケは字 
をはじめ多度l川躍りl位o)7カマツ林には道端に

ま

T

で

L

Fし,この時期には地t二 ` f発/. さで とめll'をし

て松茸狩りの客を迎えた｡しかし,マツタケの発

生も伊勢湾台風 (昭和34年)以降に急減したとい

う｡採取したきのこは五目ご飯や汁物の具として,

あるいは焼いてたまり潰けにして食される｡また,

多くの種頬は乾燥してから調理され (干したけ),

なかには生時には調理せずに 干̀ したけ'専用の

きのこもある｡乾燥する目的は味や香りを増すた

め,あるいは常食としての保存のためである｡東

日本では多種頬のきのこが塩潰けされ,冬期の保

存食として用いられている｡一方,奈良県や和歌

山県でもアミタケやコウタケなど限られた種類の

きのこは時に乾燥保存されることもあるが,塩漬

けされることはなく冬期の保存食という意識もな

い 1.三重県北部は利用種数の多様性については-

東日本的であるといえるが,保存方法については

西日本的であり,両地域におけるきのこ食習慣の

境界域として江口される｡
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現地呼称 推定 される科,お よび種名 形態的特徴 発生場所 など 調和法 など  
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ヒラタケ 乾燥後に調和PL soLu･O 
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舷燦後に.調押
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3& LTA｡EA｡雪a
Au
ds


11-

d-8Hy朝 言-錫 )l:1' ●べにたけ よ｡も舶 やや･PA'Tr秋の股も過に 批

マツタケ 赤松林
二七マツタケ マツタケに似るが,やや淡色.再りは無 雑木札 肝性 旨い｡L時に調理LT_

キシメジ｡rシモコシ? 全体に朗色｡傘は人きく,柄は細い やや櫛 乾性後に調印  

シャカシメソ だいこぐより′ト刑 せずI=_L･株柑 二発上' .,鍾/ lにはんの  )ちIi

ホンシメジ -.傘は薄よ地色,柄はl'他 で人い｡竹1 枚の始まりからJTが降りる頃il おひたし,汁の  j｡吊i･ ■い｡
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シイの木に｢ヒ

柴の樹良に株1Jtt二発生

1/aeddoesi LnuLLe シイタケしいたけ  

TROPHARIACEAE (モエギクケ朴)S
l･汁のJ 

群/0 だ̀いこぐより遡れて発畔. おひたし,汁の沌.吊-い｡閲傘巨.
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iumL-LL2aerbu クリタケくりたけ  

ごんにJも 

あぶらこ  

CORTINARIACEAE (フウセンタケ杓) 

淡掲包,傘衣  EEやや粘る｡柄は細いLi
4ごんにJ ' B粘るも  より漉褐色.傘衣ri

AEE2-t (イグチ杓)
肝LI･L.

調和乾燥後に淡尚也
1号曲を採取し,乾燥後に調稚iLLsb n us

lLw s
(ののぴき)  

RUSSULACEAE (ペニタケ杵)

iovuSu
Siu
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(はったけ)  かすして旨くない｡乾放
THELEPHORACEAE (イポタケ什)

傘衣dLよ8色 紡虎の推filT1.ll

L dkasuaeL L iacaru ト,･t トの出しに川い々ハッタケあいずる  

軌, 】=.に乾燥後に調稚,櫛に允fよ仁他 ｡大きい J'lが少ない,赤 卜に溌牡クロカワ 

Bo ueiSlLAeF O 恕Eea
CA
RIuくろかわ  (ホウキタケ科)
乾燥後に用稚｢lつばし､ l,L-.株状に発J f絵を形成ホウキタケ 

ma臨  PS'A'Ra L

iFTam yuhk
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ps

Ea

faTLa

RIACEAEねずみあL (キクラゲ朴)

キクラゲ  orアラゲキクラゲ あまり允せず

Jl(L軌群不UJ)Aur n｡W｡きくらげ 

しらしめじ 不明 ｢他 ,傘は人きい 秤/l三. 蛇燥後に調稚
｢他 ,傘執 

!,

乾蝶後に調稚

乾燥後に調PJ旨い 

i:.晩秋に発/ 
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-はったげ に似るo傘 l卜央はくぼむ

ゆきたけ 不明
かたぎたけ* 不明 乾燥後に調埋

IL111.こうたけ 不明

:'il1:I r地l基r勺では允川 として知られていないが,同町 ト̀金井から嫁いだ奥さんは採収するr''他があった 
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